






































O児「え－…」

O児「じやあパパッと注射器つくっちゃう」

W児「そ う ， チャチャッとつくっちゃう」

O児「5分くらいで」

P児「だから一人じやお店できないって！」

O児「じやあ，明日ダンス・カラオケ屋さんやって

あげるから，今日四人で病院するのはど
戸

フ ワ 」

P児「でもそうしたら今かたづけるの大変じや

ん！」

工』星が思い出したように時計を見て，その後に話した。

T児「ねえ，もう時間なくなっちゃう！早く決めよ
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

うよ 1」

T児の言葉を聞き,O児
一

, P児,W児は時計を見た。

T児
－

｢病院ごっこはさ，ご飯の後でも遊べばいいよ。

ゆ"つ くり遊べばいいし」

O児「そうだね。じやあW児ちやん，ご飯の後にし

よう 1」

W児「じやあその時注射器つくろう」

P児「じやあわたしも病院ごっこしてあげる」

皆の顔と声が明るくなった。

教師「決まった？」

四人 「うん 1」

四人で走ってダンス・カラオケ屋さんの場所にいき，遊び

始めた。

昼食後は他の友達も参加して病院ごっこをして楽しんだ。

く考察＞

･解決した喜びを表現させるこ

とで，その喜びを共有できるよ

うにと敢えて確認した

課題

・友達と一緒にダンス・カラオケ屋さんがしたい(P児）

・ダンス・カラオケ屋さんで客として遊びたい(T児）

・ダンス・カラオケ屋さんをしていたが病院ごっこがしたい（○児）

･O児と病院ごっこがしたい(W児）

解決方法

。話し合い，どちらの遊びもできるような折衷案を見つけて解決
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